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がん遺伝子パネル検査は、検査結果が判明するまでに約 2 ヶ月かかります。それ以降、遺伝子異常に適した化

学療法がある場合に限り、がん薬物療法が開始されます。 

がん遺伝子パネル検査を実施する上で、下記を☑していただき、全て「はい」の場合に保険診療での当院での

検査が可能です。 

 はい いいえ 

現在 PS が 0-1 である。 □ □ 

検査のために当院でのがんゲノム外来での受診が３

回可能である。 
□ □ 

生命予後が３ヶ月以上あると推定される。 □ □ 

パネル検査実施 1.5～2 カ月後に造血能や臓器機能

が維持され、がん薬物療法が可能である。 
□ □ 

病理組織検体ある、または採取が済んでいる。 

(適切な病理検体が採取できない場合は FoundationOne Liquid 

CDx となることを承知している。) 

□ □ 

保険でのがん遺伝子パネル検査を今まで一度も行っ

たことがない。 

□ □ 

 

 

 

 

 

がんゲノム外来希望時 貴院より当院宛てにFAXするもの 

当院宛に FAX するもの 
□診療情報提供書（紹介状） 

□がんゲノム外来申込書 
＊2 営業日以内に当院がんゲノム外来日を決定し、予約票を担当医所属のご施設に FAX でお送りします。大変申し訳ありませんが、 

当該検査が適応でないと判断した場合はご希望に添えない場合がございます。 

がんゲノム外来初診時に必要な書類・検体のご案内 

患者さんが当院に持参するもの 
＊FoundationOne Liquid CDx の場合は病理検体の持ち込みは 

必要ありません 

□診療情報提供書（紹介状） 

□臨床情報シート 1・2（予約票とともに当院よりお送りし
ます。当院 HP よりダウンロードも可能です。） 

□剥離防止スライドグラス未染 5μm25 枚＊ 

□病理診断書と切り出し図のコピー＊ 

□診断に用いた病理標本＊（HE 標本，特殊染色，免疫染
色）＊後日返却します 

□紹介患者診療予約票（予約確定しましたら当院よりお
送りします。） 

患者さんにお伝えいただきたいこと 

□予約日までの期間が長期の場合（特に夏場）は組織検体を家庭内の冷蔵庫に保管して頂く必要があります。 

□当院初診時に検体やその他の病理データをお忘れの場合は、ご受診いただけません。 

□当院では独自に DNA クオリティチェックをしたのちに、当該検査を提出しております。検体の状態が悪い

場合は検査ができなかったり、提出しても結果が返却されないことがあります。検体不良の場合は当院から貴

院にご連絡し、別の検体を提出いただく場合がありますのでご理解ください。 

初診予約可能 
大変申し訳ありませんが当院

でのがん遺伝子パネル検査は

お引き受けできません。 


